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翌
日
の
中
央
委
員
会
は
、
中

央
委
員
全
二
十
七
名
で
成
立
が

確
認
さ
れ
た
後
、
議
長
に
今
西

央
氏
（
大
津
日
赤
）
、
副
議
長

に
大
塚
淳
氏
（
那
須
日
赤
）
、

書
記
に
村
上
望
氏（
三
原
日
赤
）

が
選
出
さ
れ
、
議
題
で
あ
る
二

〇
二
六
年
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
期

末
手
当
、
そ
の
他
、
単
組
・
本

部
よ
り
提
議
さ
れ
た
議
案
等
の

経
過
報
告
と
審
議
、
ま
た
意
見

交
換
等
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
藤
井
中
央
執
行
委
員

長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
本
日
は
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ

て
、
令
和
八
年
四
月
二
十
三
日

の
内
閣
府
月
例
経
済
報
告
に
よ

れ
ば
、
『
景
気
は
、
緩
や
か
に

回
復
し
て
い
る
が
、
中
東
情
勢

の
影
響
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
』
と
し
、
先
行
き
に
つ
い
て

は
『
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善

や
各
種
政
策
の
効
果
が
緩
や
か

な
回
復
を
支
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
も
の
の
、
中
東
情
勢
の

影
響
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
金
融
資
本
市
場
の

変
動
の
影
響
や
米
国
の
通
商
政

策
を
め
ぐ
る
動
向
な
ど
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
』
と
し
て
い

ま
す
。

二
〇
二
六
年
春
季
生
活
闘
争

に
お
い
て
、
連
合
は
賃
上
げ
目

標
を
『
五
％
以
上
』
、
中
小
労

働
組
合
は
『
六
％
以
上
』
と
前

年
の
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
四
月
十
七
日
に
公
表
さ

れ
た
第
四
回
回
答
集
計
結
果
に

よ
る
と
、
平
均
賃
金
方
式
で
回

答
を
引
き
出
し
た
三
千
三
百
六

十
五
組
合
の
加
重
平
均
は
一
万

六
千
八
百
七
十
九
円
、
五
・
〇

八
％
（
昨
年
同
時
期
比
百
三
十

六
円
減
、
〇
・
二
九
ポ
イ
ン
ト

減
）
と
、
三
年
連
続
の
五
％
台

と
い
う
高
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
三
百
人
未
満
の
中
小
組

合（
二
千
百
五
十
六
組
合
）は
、

一
万
三
千
三
百
九
十
四
円
、
四

・
八
四
％
（
同
百
十
一
円
増
、

〇
・
一
三
ポ
イ
ン
ト
減
）
と
な

り
、
三
百
人
未
満
と
三
百
人
以

上
千
人
未
満
の
組
合
で
は
、
金

額
で
昨
年
同
時
期
を
上
回
る
健

闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
賃
上
げ

分
が
明
確
に
分
か
る
二
千
六
百

組
合
の
賃
上
げ
分
（
規
模
計
）

は
、
一
万
千
七
百
四
円
、
三
・

五
三
％（
同
三
百
六
十
一
円
減
、

〇
・
二
六
ポ
イ
ン
ト
減
）
。
中

小
組
合
（
千
五
百
二
組
合
）
の

賃
上
げ
分
は
、
一
万
百
五
十
二

円
、
三
・
六
〇
％
（
同
二
八
四

円
増
、
〇
・
〇
二
ポ
イ
ン
ト
減
）

と
な
り
、
千
人
未
満
の
組
合
で

は
、
金
額
で
昨
年
同
時
期
を
上

回
る
健
闘
が
続
い
て
い
ま
す
。

医
療
業
界
に
お
い
て
は
、
物

価
高
騰
と
人
件
費
上
昇
の
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
を
受
け
、
過
去
二
十

年
で
最
悪
水
準
の
赤
字
経
営
に

直
面
し
て
お
り
、
二
〇
二
四
年

度
は
一
般
病
院
の
約
七
割
が
医

業
赤
字
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
二
〇

二
六
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
は

過
去
最
大
級
の
プ
ラ
ス
改
定
と

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
改
定
で
は
、
賃
上
げ
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。『
継
続
的
な

賃
上
げ
を
実
施
し
て
い
な
い
医

療
機
関
』
に
関
し
、
入
院
基
本

料
等
か
ら
所
定
点
数
を
減
算
す

る
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
新
設

が
あ
り
、
国
が
『
医
療
従
事
者

の
処
遇
改
善
は
、
も
は
や
経
営

努
力
の
範
疇
で
は
な
く
、
医
療

業
界
の
責
務
で
あ
る
』
と
明
確

に
示
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
日
本
赤
十
字
社
の
状

況
で
す
が
、
第
二
回
団
体
交
渉

に
お
い
て
、
本
社
か
ら
昨
年
度

の
決
算
見
込
み
の
回
答
を
得
ま

し
た
。
『
一
般
会
計
は
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
地
区
・
分
区
で
の
募

集
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後

も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
を
運
営

す
る
医
療
施
設
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
診
療
単
価
の
上
昇
に

よ
り
収
益
増
は
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
物
価
高
騰
に
よ
る
材
料

費
・
委
託
費
の
増
加
、
働
き
方

改
革
や
施
設
基
準
対
応
の
た
め

の
増
員
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ

る
費
用
上
昇
等
が
、
収
益
増
を

上
回
り
、
結
果
と
し
て
約
六
百

二
億
円
の
巨
額
の
赤
字
決
算
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
血
液
事
業

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
次
期

シ
ス
テ
ム
の
関
連
支
出
が
増
加

し
、十
六
億
円
の
赤
字
と
な
り
、

シ
ス
テ
ム
償
却
が
終
わ
る
令
和

十
二
年
度
ま
で
は
赤
字
予
算
が

続
く
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
施
設
に
つ
い
て

も
、
物
価
高
騰
の
影
響
で
一
・

六
億
円
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い

ま
す
』
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
赤
新
労
は
組
合

員
の
生
活
を
守
る
た
め
、
二
〇

二
六
年
度
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要

求
と
し
て
五
・
〇
％
（
一
万
九

千
九
百
円
）
の
満
額
を
強
く
要

求
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は

有
額
回
答
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
鋭
意
交
渉
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
二

〇
二
六
年
度
期
末
手
当
の
基
本

額
の
本
社
回
答
は
、
『
三
・
〇

月
』
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
度

に
こ
の
最
低
保
障
の
制
度
が
始

ま
っ
て
以
降
変
化
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
数
字
を
打
破
で
き
る

よ
う
、
本
会
で
意
見
を
集
約
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

勤
務
評
定
や
待
機
手
当
等
、
実

務
に
即
し
て
お
ら
ず
、
実
情
と

も
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
部
分
が
散
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
調
査
等
を
利
用
し
た
情
報

収
集
を
行
い
、
問
題
点
を
洗
い

出
し
、
交
渉
の
開
始
、
継
続
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本

会
か
ら
本
部
役
員
の
業
務
負
担

軽
減
や
執
行
体
制
の
最
適
化
の

構
造
改
革
に
向
け
た
協
議
を
行

う
た
め
、
役
員
詮
衡
委
員
会
を

例
年
よ
り
早
期
に
開
催
し
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
私
達
の
組
織

の
持
続
可
能
な
未
来
を
作
る
た

め
に
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
問
題
を
『
自
分
自
身
の
課

題
』
と
し
て
捉
え
、
活
発
か
つ

建
設
的
な
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆

様
の
率
直
な
声
が
よ
り
有
効
な

活
動
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
」

そ
の
後
、
昨
日
の
各
部
会
・

専
門
部
会
・
一
般
経
過
の
報
告

が
行
わ
れ
審
議
に
入
っ
た
。
二

〇
二
六
年
度
に
お
い
て
は
、
本

部
役
員
定
数
見
直
し
の
検
討
が

急
務
で
あ
り
、
第
一
回
中
央
委

員
会
時
よ
り
役
員
詮
衡
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

五
月
十
日
・
十
一
日
の
両
日
、
中
央
委
員
及
び
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
等
八
十
二
名
の
参
加
の
も
と
、
二
〇
二
六
年

度
第
一
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
中
央
委
員
会
に
先
立
ち
、
部
会
（
組
織
・
教

宣
・
調
査
・
女
性
部
）
、
並
び
に
専
門
部
会
（
病
院
・

血
液
セ
ン
タ
ー
・
病
院
看
護
部
会
・
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
会
）

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
活
動
方
針
の
審
議
や
情
報
交
換

が
行
わ
れ
た
。

五
月
十
一
日
（
月
）
第
一
回

中
央
委
員
会
終
了
後
の
午
後
三

時
よ
り
、
二
〇
二
六
年
度
第
四

回
団
体
交
渉
が
開
催
さ
れ
、
日

赤
新
労
は
先
の
第
一
回
中
央
委

員
会
に
て
意
見
集
約
を
お
こ
な

っ
た
結
果
を
受
け
、
期
末
手
当

の
基
本
額
（
法
人
業
績
連
動
部

分
）
に
つ
い
て
三
・
〇
月
（
夏

期

一
・
五
か
月
、
年
末

一

・
五
か
月
）
と
い
う
本
社
回
答

に
対
し
て
再
考
を
求
め
、
改
め

て
四
・
六
五
か
月
プ
ラ
ス
一
律

六
万
円
を
強
く
求
め
た
。

本
社
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
団

体
交
渉
に
お
い
て
述
べ
て
来
た

理
由
に
よ
り
二
〇
二
六
年
度
の

基
本
額
支
給
月
数
に
つ
い
て
三

・
〇
月
で
合
意
を
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
回
答
し
た
。

日
赤
新
労
は
こ
れ
以
上
の
交

渉
の
長
期
化
は
単
組
間
交
渉
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
二

〇
二
六
年
度
期
末
手
当
の
基
本

額
に
つ
い
て
二
〇
二
六
年
五
月

十
二
日
に
妥
結
す
る
こ
と
と
し

た
。統

一
要
求
額
、
統
一
要
求
日

は
以
下
の
と
お
り
と
し
、
加
算

額
（
施
設
業
績
連
動
部
分
）
の

交
渉
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

【
統
一
要
求
額
】

二
・
三
二
五
か
月
＋
一
律
三
万

円
【
統
一
要
求
日
】

二
〇
二
六
年

五
月
十
五
日
（
金
）

■
報
告
事
項
■

一
、
各
部
報
告

【
組
織
部
】

昨
年
度
も
三
単
組
が
日
赤
新

労
か
ら
脱
退
と
な
り
、
単
組
や

組
合
員
数
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
新
規
組
合
員
の
獲
得
・
単

組
組
織
率
の
拡
充
に
つ
い
て
積

極
的
な
意
見
交
換
等
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
組
合
加
入
率
を
上
げ

る
た
め
日
赤
新
労
と
し
て
全
国

的
に
で
き
る
福
利
厚
生
の
検
討

も
行
わ
れ
た
。
組
織
率
の
下
が

っ
て
い
る
単
組
に
対
し
て
改
め

て
オ
ル
グ
活
動
の
必
要
性
も
話

し
合
わ
れ
た
。

【
教
宣
部
】

組
合
宣
伝
用
ビ
ラ
の
作
成
・

配
布
（
三
月
十
七
日
・
連
絡
第

二
〇
四
四
号
）

●
二
〇
二
六
年
度
各
研
修
会
の

開
催
に
つ
い
て

ａ
．
単
組
新
任
役
員
研
修
会

＝
六
月
二
十
七
日
（
土
）
〜
二

十
八
日
（
日
）
愛
知
県
名
古
屋

市
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。
講
師
は
第
十
一
代
中

央
執
行
委
員
長
：
秋
友
信
男

氏
、
第
十
二
代
中
央
執
行
委
員

長
：
山
本
俊
一
氏
。演
題
は『
一

緒
に
見
直
し
ま
し
ょ
う
！
組
合

活
動
と
就
業
規
則
、
給
与
要
綱

を
』
を
予
定
。

ｂ
．
幹
部
研
修
会
＝
九
月
十

三
日
（
日
）
〜
十
四
日
（
月
）
、

第
二
回
中
央
委
員
会
の
日
程
内

で
長
野
県
佐
久
市
に
て
開
催
。

講
師
は
日
本
血
液
製
剤
機
構
の

谷
澤
正
明
氏
。
演
題
は
『
診
療

報
酬
改
定
が
目
指
し
た
新
し
い

医
療
提
供
体
制
〜
日
本
赤
十
字

社
職
員
が
知
っ
て
お
く
べ
き
最

新
情
報
〜
』
を
予
定
。

ｃ
．
初
心
者
研
修
会
＝
ブ
ロ

ッ
ク
毎
に
今
年
度
の
開
催
方
法

を
確
認
し
た
。
各
助
成
金
等
に

つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
。

会
場
費
：
一
律
5
万
円

助
成
金
：
1
Ｂ
⬇
3
万
円
、

2
Ｂ
⬇
24
万
円
、

3
Ｂ
⬇
27
万
円
、

4
Ｂ
⬇
3
万
円
、

5
Ｂ
⬇
21
万
円
、

6
Ｂ
⬇
3
万
円

（
中
央
委
員
×
3
万
円
）

●
今
後
の
単
組
新
任
研
修
会
・

幹
部
研
修
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
第
六
十
五
回
定
期
全
国
大
会

に
て
本
部
よ
り
、
二
〇
二
七
年

度
か
ら
第
二
回
中
央
委
員
会
の

日
程
で
隔
年
開
催
が
提
案
さ

れ
、
教
宣
部
会
で
協
議
を
行
っ

た
結
果
、
両
研
修
会
に
つ
い
て

名
称
変
更
し
た
上
で
一
本
化

し
、
都
度
要
望
に
沿
っ
た
内
容

の
講
義
を
、
幹
部
研
修
会
枠
で

開
催
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
毎
年
六
月
下

旬
の
日
程
で
開
催
し
て
い
た
単

組
新
任
役
員
研
修
会
は
終
了
す

る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

【
調
査
部
】

二
〇
二
六
年
度
調
査
事
項
の
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二
〇
二
六
年
度
夏
期
期
末
手
当
統
一
要
求
額

二
・
三
二
五
か
月
プ
ラ
ス
一
律
三
万
円

二
・
三
二
五
か
月
プ
ラ
ス
一
律
三
万
円

藤井中央執行委員長

【
２
面
へ
続
く
】

二
・
三
か
月
プ
ラ
ス
一
律
三
万
円

2026年度
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【
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
一
名
）

◎
石
田

賢
司

（
福
島
血
セ
）
＝
教

【
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
八
名
）

塩
野
谷

浩
基
（
芳
賀
日
赤
）
＝
組

大
塚

崇
明

（
芳
賀
日
赤
）
＝
組

◎
大
塚

淳

（
那
須
日
赤
）
＝
教

清
水

雄
介

（
足
利
日
赤
）
＝
調

菅
谷

英
章

（
原
町
日
赤
）
＝
教

田
中

委
子

（
秦
野
日
赤
）
＝
組

水
﨑

江
利

（
浜
松
日
赤
）
＝
教

鈴
田

由
樹

（
千
葉
血
セ
）
＝
調

【
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
九
名
）

鷲
尾

龍
太

（
飯
山
日
赤
）
＝
組

荻
野

裕
太

（
名
一
日
赤
）
＝
組

松
永

佑
哉

（
名
一
日
赤
）
＝
教

尾
﨑

靖
将

（
名
一
日
赤
）
＝
調

野
村

勇
介

（
名
二
日
赤
）
＝
組

◎
横
田

英
史

（
名
二
日
赤
）
＝
調

曽
野

友
輔

（
名
二
日
赤
）
＝
教

山
田

裕
貴

（
愛
知
血
セ
）
＝
教

丹
羽

雄
紀

（
愛
知
血
セ
）
＝
調

【
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
一
名
）

◎
高
野

浩
之

（
大
津
日
赤
）
＝
組

【
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
七
名
）

小
林

誠

（
鳥
取
日
赤
）
＝
調

安
藤

摂
子

（
鳥
取
日
赤
）
＝
教

小
田

昌
弘

（
岡
山
日
赤
）
＝
組

◎
青
井

雅
普

（
岡
山
日
赤
）
＝
調

伊
藤

壮
吾

（
岡
山
日
赤
）
＝
教

梶
谷

充

（
三
原
日
赤
）
＝
組

村
上

望

（
三
原
日
赤
）
＝
調

【
第
六
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
一
名
）

◎
田
中

汐
佳

（
今
津
日
赤
）
＝
調

以
上
、
二
十
七
名

５月１１日（月）、全国の加盟単組より寄せられた
組合員及びその家族１３，７２６名の署名簿を本社へ提出
し、今年度のベースアップ５．０％、並びに新たな手当
やその他の諸要求の実現に向けて、本社の誠意ある
対応を強く申し入れました。

追
加
・
削
除
事
項
の
検
討
が
行

わ
れ
た
。
「
特
殊
勤
務
手
当
」

「
通
常
取
得
分
の
有
給
休
暇
の

取
得
状
況
」「
障
が
い
者
雇
用
」

「
看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価
料
」

「
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
処
遇
改
善
手

当
」「
総
収
支
及
び
医
業
収
支
」

を
削
除
と
す
る
一
方
、
「
男
性

の
育
休
取
得
状
況
（
割
合
）
」

「
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
の
昇
格

基
準
」
「
離
職
率
」
「
有
給
休

暇
取
得
日
数
」「
医
療
職
（
二
）

の
配
置
及
び
勤
務
評
定
実
施
状

況
」
に
追
加
・
修
正
を
加
え
る

こ
と
で
決
定
し
た
。

【
女
性
部
】

当
初
は
女
性
参
加
を
促
す
た

め
の
女
性
部
会
だ
っ
た
が
、
女

性
特
有
の
問
題
の
み
を
議
題
と

す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
次
年

度
以
降
は
、
性
別
・
職
種
の
隔

た
り
な
く
広
く
問
題
提
起
を
促

し
、
根
強
く
残
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
問
題
を
含
め
多
角
的
な
議
論

が
出
来
る
よ
う
、
包
括
部
と
名

称
変
更
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

た
。

二
、
専
門
部
会
報
告

前
日
開
催
さ
れ
た
専
門
部
会

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

【
病
院
部
】

医
療
施
設
全
体
で
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
後
、
各
専
門
職

種
に
分
か
れ
て
問
題
点
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
慢
性
的
な
人
員
不
足

を
上
げ
た
職
種
が
多
く
あ
っ

た
。
ま
た
待
機
手
当
に
つ
い
て

は
施
設
間
格
差
や
診
療
報
酬
改

定
に
係
る
変
更
等
が
懸
念
点
と

し
て
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

内
容
を
も
と
に
今
年
度
の
医
療

事
業
推
進
本
部
と
の
労
使
協
議

会
に
臨
む
こ
と
と
し
た
。

【
血
液
セ
ン
タ
ー
部
】

血
液
事
業
本
部
労
使
協
議
会

で
訴
え
る
べ
く
各
セ
ン
タ
ー
の

諸
問
題
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
、
労
働
環
境
改
善
、
移
動
採

血
業
務
に
係
る
長
時
間
勤
務
、

定
員
制
の
見
直
し
と
適
正
な
人

員
配
置
等
、
ま
た
、
旅
費
規
程

に
係
る
各
所
の
実
態
等
の
情
報

が
共
有
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
整

備
・
機
器
の
見
直
し
の
た
め
、

資
金
面
の
考
慮
を
本
社
に
求
め

る
な
ど
、
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

【
病
院
看
護
部
会
】

今
年
度
労
使
協
議
会
の
議
題

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

基
本
的
に
は
昨
年
同
様
に
①
負

担
が
か
か
る
働
き
方
に
つ
い
て

②
有
給
休
暇
・
退
職
時
年
休
の

取
得
に
つ
い
て
③
そ
の
他
と

し
、
そ
の
他
項
目
の
中
に
勤
務

評
定
・
ラ
ダ
ー
評
価
、
各
種
手

当
・
当
直
手
当
の
処
遇
改
善
、

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
活
用
等
に
つ
い

て
議
題
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。
各
単
組
で
再
検
討
し
、

七
月
十
一
日
開
催
の
第
二
回
病

院
看
護
部
会
に
て
集
約
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

【
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
会
】

看
護
助
手
を
取
り
巻
く
現
状

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
今
年
度

の
労
使
協
議
会
で
は
、
業
務
内

容
の
施
設
間
格
差
と
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
現
場
実
態
と
の
乖
離
を

課
題
と
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
イ
ン
カ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
情
報
共

有
を
行
い
、
本
社
に
導
入
を
働

き
か
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。

三
、
一
般
経
過
報
告

第
六
十
五
回
定
期
全
国
大
会

で
承
認
さ
れ
た
要
求
書
の
内
容

及
び
二
〇
二
六
年
度
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
と
遡
及
、
期
末
手
当
の
基

本
額
に
つ
い
て
、
団
体
交
渉
の

経
過
を
中
心
に
資
料
に
基
づ
い

て
本
部
活
動
の
報
告
と
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

■
審
議
事
項
■

一
、
二
〇
二
六
年
度
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

第
一
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
の

審
議
結
果
が
報
告
さ
れ
、
第
六

十
五
回
定
期
全
国
大
会
の
決
定

ど
お
り
定
昇
込
み
五
・
〇
％（
一

万
九
千
九
百
円
）
で
承
認
さ
れ

た
。

二
、
期
末
手
当（
基
本
額
）

に
つ
い
て

本
社
回
答
三
・
〇
月
に
対
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議
結
果

が
報
告
さ
れ
、
日
赤
新
労
と
し

て
は
第
六
十
五
回
定
期
全
国
大

会
の
決
定
ど
お
り
四
・
六
五
か

月
プ
ラ
ス
一
律
六
万
円
の
要
求

額
が
決
定
さ
れ
た
。
妥
結
に
つ

い
て
は
本
部
一
任
で
承
認
さ
れ

た
。

三
、
夏
期
期
末
手
当
（
施

設
間
交
渉
部
分
）
に
つ
い

て【
統
一
要
求
額
】

各
ブ
ロ
ッ
ク
地
方
会
議
で
の

審
議
結
果
、
二
・
三
二
五
か
月

＋
一
律
三
万
円
を
統
一
要
求
額

と
し
た
。

【
統
一
要
求
日
】

本
部
一
任

※
二
〇
二
六
年
五
月
十
五
日

（
金
）
と
決
定
さ
れ
、
後
日
、

連
絡
第
二
〇
四
七
号
に
て
周
知

さ
れ
た
。

四
、
旅
費
規
程
に
つ
い
て

本
社
規
定
に
準
ず
る
現
行
規

定
を
次
回
大
会
で
改
定
す
る
に

あ
た
り
、
当
面
は
内
規
を
基
に

旅
費
支
給
を
す
る
が
、
本
部
の

旅
費
規
程
を
基
に
し
て
い
る
単

組
も
あ
る
た
め
、
第
二
回
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
で
修
正
案
を
提
示
す

べ
く
内
規
の
見
直
し
を
並
行
し

て
進
め
て
い
る
と
い
う
経
過
が

本
部
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

五
、
そ
の
他

ａ
．
代
議
員
定
数
一
名
単
組

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
理
の
承
認

に
つ
い
て

中
央
委
員
は
代
議
員
で
あ

り
、
役
詮
委
員
は
代
議
員
で
あ

る
と
い
う
原
則
よ
り
、
代
議
員

定
数
一
名
の
単
組
は
、
唯
一
の

中
央
委
員
が
本
会
議
欠
席
の
場

合
に
代
理
の
中
央
委
員
を
立
て

ら
れ
な
い
現
状
を
鑑
み
て
、
同

単
組
内
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
臨

時
で
代
理
を
担
え
る
規
約
改
正

が
本
部
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
第

六
十
六
回
定
期
全
国
大
会
に
て

承
認
を
得
て
、
次
年
度
か
ら
の

運
用
と
す
る
こ
と
で
賛
同
さ
れ

た
。ｂ

．
二
〇
二
七
年
度
本
部
役

員
候
補
の
選
出
に
つ
い
て

今
期
の
役
詮
委
員
長
で
あ
る

曽
野
友
輔
氏
（
名
古
屋
第
二
）

よ
り
、
今
年
度
は
二
〇
二
七
年

度
の
本
部
役
員
候
補
の
選
出
時

期
を
早
め
、
九
月
の
第
二
回
中

央
委
員
会
ま
で
の
選
出
協
力
が

打
診
さ
れ
た
。

ｃ
．
三
原
日
赤
よ
り
、
看
護

部
に
お
け
る
昇
格
基
準
に
つ
い

て
の
施
設
内
再
調
査
結
果
の
報

告
、
及
び
名
札
の
形
態
変
更
の

実
施
報
告
が
な
さ
れ
た
。

※
今
後
の
予
定

●
単
組
新
任
役
員
研
修
会
：
六

月
二
十
七
日
（
土
）
十
三
時
三

十
分
〜
二
十
八
日
（
日
）
十
二

時
愛
知
県
名
古
屋
市
「
名
古
屋

笠
寺
ホ
テ
ル
」（
会
議
・
宿
泊
）

●
病
院
看
護
部
会
：
七
月
十
一

日
（
土
）
十
三
時
〜
十
七
時

東
京
都
港
区

「
ビ
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
浜
松
町
」

●
病
院
看
護
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議
：
七
月
十
二
日
（
日
）

九
時
〜
十
二
時

東
京
都
港
区
「
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
浜
松
町
」

●
第
二
回
中
央
委
員
会
：
九
月

十
三
日
（
日
）
十
三
時
〜
十
四

日
（
月
）
十
二
時

長
野
県
佐
久
市
「
佐
久
平
プ

ラ
ザ
21
」
（
会
議
・
宿
泊
）

―
幹
部
研
修
会
を
同
時
開
催
―

●
第
三
回
中
央
委
員
会
：
十
二

月
十
三
日
（
日
）
十
三
時
〜
十

四
日
（
月
）
十
二
時

京
都
府
京
都
市
「
ハ
ー
ト
ン

ホ
テ
ル
京
都
」（
会
議
・
宿
泊
）

●
第
六
十
六
回
定
期
全
国
大

会
：
二
〇
二
七
年
二
月
十
四
日

（
日
）
十
三
時
〜
十
六
日
（
火
）

十
二
時

神
奈
川
県
横
浜
市
「
新
横
浜

フ
ジ
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
（
会
議

・
宿
泊
）

二
〇
二
五
年
度
中
央
委
員

【
１
面
か
ら
続
き
】

二
〇
二
六
年
度
中
央
委
員

二
〇
二
六
年
度
中
央
委
員

◎
印
は
代
表
中
央
委
員
、
通
信
委
員
・
闘
争
委
員
を
兼
ね
る

病院看護部会の風景

組織部会の風景

全国から13，726名の
署名簿を提出

全国から13，726名の
署名簿を提出

要求実現へ向けて要求実現へ向けて

参考 ＊昨年度１４，１４８名

長野県佐久市佐久平駅東
２―６

２０２６年９月１３日（日）
～１４日（月）

第２回中央委員会第２回中央委員会

「佐久平プラザ２１」

全国から14，148名の
署名簿を提出

要求実現へ向けて

第２回中央委員会


